
専門科目履修モデル４「言語コースで日本語について研究する」 

学年 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 取得単位 卒業必要単位数 

必修科目 大学での国語力 ２ 日本言語史Ａ・Ｂ ４   卒業論文 ８ ３０単位 ３０単位 

日本文芸学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文法論Ａ・Ｂ ４     

日本言語学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文芸史ⅠＡ・Ｂ ４     

選択必修科目 ゼミ   日本文芸研究ゼミナール ４ 日本文芸研究ゼミナール ４   ８単位 ８単位 合計

３８

単位

以上 

特講 (８)言語Ａ・Ｂ ４ (３)中世Ａ・Ｂ ４ (14)沖縄文芸Ａ･Ｂ ４   ２４単位 ２４単位

以上３２

単位以下 

(４)近世Ａ・Ｂ ４ (５)近代Ａ・Ｂ ４ (15)国際日本学Ａ・Ｂ ４   

        

選択科目 ゼミナール入門 ２ 古文・漢文の基礎 ２ 言語心理学 ２   １２単位  

  言語学演習 ４ 日本言語学特殊研究Ａ・Ｂ ４   

コメント  「日本文芸学概論」と「日本言語学

概論」は、３年次までに履修しないと

４年次に進級できない、基礎的・包括

的な科目です。１年次の秋に行われる

ゼミ選抜のためにも、１年次のうちに

履修しましょう。選択必修科目の「特

講」は、８単位まで履修できます。言

語コースへ進む予定なら、(８)言語は

１年次で履修しておきましょう。ま

た、古語についての知識も日本語を研

究する上で大変役に立つので、比較的

なじみのある近世あたりを履修して

おくとよいでしょう。もっと本格的な

古語を学びたいなら中世や古代を履

修するのもよいでしょう。 

 ２年次からは、選択必修科目のゼミ

ナールが始まります。言語コースに所

属すると、「日本文芸史ⅠＡ・Ｂ」以

外に「日本言語史Ａ・Ｂ」と「日本文

法論Ａ・Ｂ」が２年次からの必修科目

となります。履修しないと卒業できな

い科目なので、２年次のうちに履修し

ておきましょう。選択必修科目の「特

講」については、古語を専門的に研究

したい人は古代・中世・近世など、現

代語を中心に研究したい人は表現・国

際日本学などがよいでしょう。古典文

法は現代語を研究する際にも役立つ

ので、「古文・漢文の基礎」もお勧め

です。 

３年次は、ゼミナールでの学習も２

年目となるため、後輩の２年生を指導

することも期待されます。視野を広げ

つつ、さらに深く学ぶようにしましょ

う。特講の沖縄文芸や国際日本学で視

野を広げ、選択必修の言語心理学や日

本言語学特殊研究でより深く掘り下

げた知識を身につけるとよいでしょ

う。秋学期には、卒業論文で取り上げ

たいテーマが徐々に固まって来る人

もいるはずです。先生が言ったことを

覚えるだけの勉強ではなく、研究の方

法を学ぶことが大切です。概説書では

なく、専門誌に掲載された論文を読む

ようにしましょう。 

４年次は、卒業論文に取り組みま

す。研究の進捗状況を定期的に指導教

員へ報告するだけでなく、積極的にア

ポイントをとって面談してもらい、ア

ドヴァイスを受けるようにして下さ

い。卒論は、これまで培った調査力・

思考力・表現力などを結集する、学業

の総決算です。卒論の作成によって、

８単位を取得することになります。

（３年次末の時点で、ゼミナールの単

位が０の場合は、４年次に進級するこ

とはできません。）４年次までに、卒

業に必要な単位を満たしていれば、４

年次には、学んでおきたい科目を比較

的自由に履修できます。 

日文科の専門科目では、上に挙

げた必修科目と選択必修科目、

選択科目以外に自由科目を８単

位以上履修する必要があります

が、取得単位で注意しなくては

ならないのは総単位数です。必

修科目や選択必修科目等の必要

単位数を満たしていても、総単

位数で卒業必要単位数を満たし

ていないことがあります。「〜

単位以上」となっている科目に

気をつけて、とくに４年次には

必要単位数だけでなく、総単位

数に注意して履修してくださ

い。 


